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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

居
抜
き
物
件

【
住
所
】
大
阪
市
東
成
区

【
最
寄
駅
】
地
下
鉄
中
央
線

「
緑
橋
」
駅

【
金
額
】
応
相
談

【
条
件
】
テ
ナ
ン
ト
物
件
の

た
め
、
別
途
賃
貸
契
約
必
要

【
設
備
】
チ
ェ
ア
２
台
、
パ

ノ
ラ
マ
１
台
、
デ
ン
タ
ル
２

台
、
歯
科
機
材
付

【
面
積
】
25
坪

【
連
絡
先
】
℡
06
―
６
５
６

８
―
７
７
３
１
（
新
聞
部
事

務
局
）

　

物
件
や
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

の
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、

新
聞
部
事
務
局
ま
で
。
掲
載

は
会
員
限
定
。
内
容
の
確
認

や
条
件
な
ど
の
交
渉
は
当
事

者
間
で
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

 

６
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30
分
（
10

時
か
ら
30
分
間
は
、
連
絡
会
総
会
）

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

帖
佐
悦
男
氏
（
宮
崎
大
学
医
学
部
附
属
病
院
副
病
院

長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

子
ど
も
の
運
動
器
が
危
な
い
！
―
子
ど
も
か
ら
の
ロ

コ
モ
対
策

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
大
阪
連
絡
会　

総
会
・
市
民
講
座

日
時　

７
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

小
椋
幹
記
氏
（
社
会
医
療
法
人
敬
和
会
大
分
岡
病
院 

口
腔
顎
顔
面
外
科
・
矯
正
歯
科　

矯
正
歯
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

歯
・
口
腔
の
健
康
に
矯
正
歯
科
は
ど
の
よ
う
に
貢
献

で
き
る
か

７
月
度
生
涯
研
修

河
内
長
野
会
場

日
時　

７
月
７
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

講
師　

 

竹
内
憲
民
氏
（
松
原
徳
洲
会
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部

長
）

会
場　

 

河
内
長
野
駅
前
・
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
３
階
「
ノ

バ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
」

会
費　

千
円　
　

定
員　

１
０
０
人

大
阪
市
内
会
場

日
時　

７
月
21
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

講
師　

 

大
西
祐
一
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
歯
学
部
歯
学
科
准
教

授
）

会
場　

 

エ
ル
・
お
お
さ
か　

２
階
エ
ル
・
シ
ア
タ
ー
（
地
下

鉄
谷
町
線
・
京
阪
電
鉄
「
天
満
橋
」
駅
徒
歩
５
分
）

会
費　

千
円　
　

定
員　

７
０
０
人

堺
会
場

日
時　

７
月
21
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

講
師　

吉
岡
秀
郎
氏
（
大
阪
労
災
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

会
場　

 

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
（
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
堺
市
」
駅
徒
歩

３
分
）

会
費　

千
円　
　

定
員　

１
０
０
人

大
阪
市
内
会
場

日
時　

７
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時

講
師　

 

美
馬
孝
至
氏
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
大
阪
病
院
歯
科
・
口

腔
外
科
部
長
）

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

会
費　

千
円　
　

定
員　

１
５
０
人

院
内
感
染
防
止
対
策
（
初
診
料
の
注
１
）
に
係
る
研

修
会
（
会
員
限
定
）

験
し
た
国
民
は
、「
も
う
戦
争

は
こ
り
ご
り
だ
」
と
心
の
底

か
ら
平
和
を
願
い
誕
生
し
た

の
が
「
日
本
国
憲
法
」
だ
。

武
器
を
捨
て
戦
争
は
し
な
い

と
決
め
た
平
和
憲
法
の
国
だ

か
ら
こ
そ
、
戦
後
73
年
、
今

も
続
く
平
和
が
あ
る
の
だ
。

　

「
あ
な
た
を
攻
め
ま
せ

ん
」
と
い
え
ば
相
手
は
安
心

す
る
だ
ろ
う
。
逆
に
、
軍
備

を
増
強
し
、
演
習
を
繰
り
返

せ
ば
相
手
も
身
構
え
る
こ
と

に
な
る
。

　

「
力
」
に
よ
り
作
ら
れ
た

平
和
は
、
見
せ
か
け
の
平
和

で
あ
り
、
遺
恨
に
満
ち
た
休

戦
で
し
か
な
い
。
真
の
平
和

は
面
倒
で
も
話
し
合
う
し
か

な
い
の
だ
。
そ
れ
に
は
、
９

条
に
勝
る
も
の
は
な
い
。

　

日
本
国
憲
法
第
９
条
を
大

切
に
、
こ
れ
か
ら
も
不
戦
平

和
の
国
と
し
て
歩
み
続
け
た

い
も
の
だ
。

　

明
治
憲
法
の
下
、
帝
国
主

義
に
目
覚
め
た
日
本
は
富
国

強
兵
を
国
是
と
し
、
戦
い
に

明
け
暮
れ
た
。
戦
争
に
よ
る

領
土
拡
張
な
く
し
て
、
昭
和

の
敗
戦
は
な
か
っ
た
。
先
の

大
戦
で
、
戦
争
の
む
ご
さ
と

悲
惨
さ
を
、
身
を
も
っ
て
体

　

明
治
改
元
か
ら
今
年
で
１

５
０
年
―
。
歴
史
へ
の
反
省

と
問
題
解
決
を
後
回
し
に
し

た
ま
ま
「
明
治
１
５
０
年
」

を
祝
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

明
治
22
年
、
日
本
初
と
な

る
「
大
日
本
帝
国
憲
法
」
が

公
布
さ
れ
た
。
憲
法
で
は
、

国
民
は
「
臣
民
」
で
あ
り
、

統
治
の
対
象
と
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
憲
法
発
布
の
翌
年
に

出
さ
れ
た
「
教
育
勅
語
」
で

は
、
戦
争
に
な
れ
ば
「
身
を

天
皇
陛
下
に
捧
げ
る
」
の
が

最
高
の
美
徳
で
あ
る
と
教
え

た
の
だ
。 談

話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室門奈丈石（平野区）

平尾清司さ　
　ん（港区）

明治150年に想う

日本酒に恋して

に
と
っ
て
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
よ
り
、
成
長
期
に
は
口

腔
顎
顔
面
の
成
長
発
育
及
び

適
切
な
口
腔
機
能
の
獲
得

に
、
成
人
期
に
は
口
腔
機
能

の
維
持
、
向
上
に
貢
献
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

当
科
で
は
、
く
ち
・
あ
ご

・
顔
の
疾
病
に
対
し
て
、
口

腔
外
科
、
形
成
外
科
、
矯
正

歯
科
が
連
携
し
て
治
療
に
当

た
っ
て
い
る
。
地
域
医
療
支

援
病
院
と
し
て
、
成
長
期
の

不
正
咬
合
や
成
人
期
の
補
綴

治
療
と
関
連
す
る
問
題
や
歯

の
欠
損
に
対
す
る
対
応
に
つ

い
て
の
症
例
を
ご
紹
介
い
た

だ
き
治
療
を
行
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
症
例
の
治
療
と

と
も
に
口
腔
筋
機
能
療
法
な

ど
に
つ
い
て
も
お
話
を
し
、

歯
・
口
腔
の
健
康
に
矯
正
歯

科
は
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き

る
か
を
考
え
た
い
。

 

（
行
事
案
内
に
詳
細
）

民
の
健
康
の
増
進
の
総
合
的

な
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本

的
な
方
針
、
２
０
１
２
）。

歯
・
口
腔
の
健
康
と
は
、
う

蝕
や
歯
周
病
な
ど
の
疾
患
が

な
い
だ
け
で
な
く
、
口
腔
機

能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い

る
状
態
を
意
味
し
て
い
る

（
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に

関
す
る
基
本
的
事
項
、
２
０

１
２
）。
こ
の
た
め
に
、
長

期
の
口
腔
顎
顔
面
の
成
長
発

育
及
び
適
切
な
口
腔
機
能
の

獲
得
が
重
要
と
さ
れ
て
い

る
。

　

一
方
、
矯
正
歯
科
は
、
咬

合
の
形
態
的
、
機
能
的
な
変

異
と
そ
れ
に
よ
る
障
害
に
対

し
て
、
口
腔
顎
顔
面
の
正
常

な
発
育
を
促
し
、
あ
る
い
は

咬
合
の
形
態
を
整
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
そ
の
障
害
を
回

避
、
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
臨
床
歯
科
の
一
分
野

で
あ
る
。
歯
・
口
腔
の
健
康

　

「
輸
血
は
日
本
酒
で
」
―

―
。

　

周
囲
に
そ
う
言
っ
て
は
ば

か
ら
な
い
無
類
の
日
本
酒
好

き
。
手
帳
に
は
お
気
に
入
り

の
杜
氏
の
サ
イ
ン
を
忍
ば
せ

る
ほ
ど
だ
。

　

「
米
だ
け
で
な
く
、
水
や

麹
の
違
い
を
追
い
求
め
る
う

ち
、
銘
柄
が
同
じ
で
も
杜
氏

が
変
わ
れ
ば
味
も
変
わ
る
こ

と
に
気
づ
い
た
ん
で
す
。
別

の
蔵
元
に
移
っ
た
杜
氏
を
追

い
か
け
て
訪
ね
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
よ
」

　

若
い
頃
は
酒
の
種
類
を
問

わ
ず
、
欲
す
る
ま
ま
に
飲
ん

だ
。
大
学
時
代
に
は
急
性
ア

ル
コ
ー
ル
中
毒
で
救
急
搬
送

さ
れ
た
こ
と
も
。
そ
ん
な
生

活
が
た
た
り
、「
30
歳
を
過

ぎ
る
と
尿
酸
値
が
爆
発
し

た
」
と
。
健
康
を
気
遣
い
、

焼
酎
に
切
り
替
え
て
５
年
ほ

ど
経
っ
た
時
、〝
出
会
い
〞

が
訪
れ
た
。

　

足
を
踏
み
入
れ
た
老
舗
酒

屋
併
設
の
飲
食
ス
ペ
ー
ス
で

お
す
す
め
の
地
酒
を
出
し
て

も
ら
っ
た
。「
口
に
含
ん
だ

タ
ー
ト
し
て
20
年
。
数
百
銘

柄
飲
ん
で
き
た
な
か
で
、
忘

れ
ら
れ
な
い
一
本
が
あ
る
。

「
東
洋
美
人
」。
山
口
県
萩

市
の
澄
川
酒
造
の
銘
柄
だ
。

　

「
口
当
た
り
は
軽
や
か
だ

が
奥
深
い
。
黒
髪
の
優
し
い

美
女
を
彷
彿
さ
せ
る
味
わ

い
」
と
話
し
、「
言
う
な
れ

ば
女
優
の
真
行
寺
君
枝
さ
ん

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
か
な
」

と
照
れ
な
が
ら
振
り
返
る
。

　
〝
片
思
い
〞の
恋
は
は
か
な

い
。
ほ
ど
な
く
し
て
蔵
元
が

２
０
１
３
年
の
豪
雨
災
害
で

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。

数
カ
月
後
に
再
建
し
た
も
の

の
、「
味
が
変
わ
っ
て
い
て
…

…
。
も
う
一
生
飲
め
な
い
の

か
」
と
悲
し
み
に
暮
れ
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
た
ま
た

ま
訪
れ
た
飲
み
屋
で
店
主
か

ら
「
東
洋
美
人
」
を
勧
め
ら

れ
た
。
断
り
切
れ
ず
に
一
口

す
す
る
と
、「
目
の
前
に
真
行

寺
君
枝
が
現
れ
た
」。
思
わ

ぬ
再
会
に
涙
が
あ
ふ
れ
た
。

　

「
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。

お
っ
さ
ん
が
酒
を
飲
み
な
が

ら
一
人
で
泣
い
て
い
る
わ
け

で
す
。
周
り
の
客
か
ら
は

『
何
や
コ
イ
ツ
』
と
不
審
に

思
わ
れ
た
で
し
ょ
う
ね
」

　

聞
け
ば
店
主
の
妻
の
故
郷

が
山
口
で
、
被
災
前
の
在
庫

を
入
手
し
た
お
宝
だ
っ
た
。

　

今
は
週
に
１
回
新
た
な
出

会
い
を
求
め
て
飲
み
歩
く
日

々
。
旅
先
で
は
必
ず
蔵
元
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
酒
量
は
抑

え
て
も
、
探
求
心
は
尽
き
な

い
。

　

「
そ
う
は
言
っ
て
も
夏
場

は
ビ
ー
ル
も
飲
む
の
で

は
？
」
と
そ
っ
と
尋
ね
る

と
、
い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
笑
っ

て
こ
う
答
え
た
。

　

「〝
宗
教
上
の
理
由
〞
で

飲
み
ま
せ
ん
」

　

歯
・
口
腔
の
健
康
は
、
健

康
増
進
の
た
め
に
取
り
組
む

べ
き
こ
と
と
し
て
認
識
が
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
（
国

７月度生涯研修講座抄録

歯・口腔の健康に矯正歯科は
どのように貢献できるか　　
小椋幹記 社会医療法人敬和会大分岡病院　　　　　

口腔顎顔面外科・矯正歯科　矯正歯科部長

会
員
会
員  　
　
　
　

フ
ォ
ー
カ
ス

フ
ォ
ー
カ
ス

瞬
間
、
焼
酎
と
は
違
う
繊
細

な
味
に
心
が
震
え
ま
し
た
。

濾
過
も
加
熱
処
理
も
し
て
い

な
い
生
原
酒
は
格
別
で
、
米

の
甘
味
が
口
に
広
が
り
、
香

り
が
立
つ
。
フ
ル
ー
テ
ィ
ー

と
い
う
よ
り
、
ジ
ュ
ー
シ
ー

さ
が
あ
り
ま
す
」
と
熱
っ
ぽ

く
話
す
。

　

日
本
酒
一
筋
の
人
生
が
ス

秘
蔵
の
日
本
酒
コ
レ
ク
シ
ョ
ン


